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１ 豊水小プライド  

児童数６０名だからこその良さがあります。子ども同士はもちろんの 

こと、子どもと教師、保護者、地域住民がよく知り合えています。この 

絆の強さが、うまく作用すれば大きな力となるものと思います。地域の 

学校として教育活動を充実させていくとともに地域の学校として自慢さ 

れる学校づくりを推進しています。 

地域の学校としてのシンボルは、１年をとおして校地内外に咲き誇る 

たくさんの花々です。学校では、地域の方に教えてもらい春と秋の年２    【種まきの様子】 

回１５種類の種をまきます。水やりなどのお世話をして、約１２００株 

の苗を育てます。育てた花の苗は、校内はもちろん、近隣の保育所や学 

校、施設等にプレゼントしています。 

 また、育てた花の苗を、春と秋に地域の老人会の方々と子どもたちが     

一緒に花壇に植え、交流を図っています。地域でも通学路等に地域の方      

が植えられた花々が、いつも美しく咲いています。             【合同花苗植え】 

２ スローガン   

『 笑顔 いい声 いい心 』 

つながること、自分を好きになること、夢を持つこと  大人も子どもも 

  学校はステージ、子どもが輝き、教師が輝き、地域が輝くステージ。子どもが輝くためには、楽し

くわかる授業を行うこと。小さな伸びを認めること。その子ならではの仕事を見つけ認めること。教

師が輝くとは、笑顔で気配り、プラスワンで働くこと。仕事は厳しく、職場は楽しくあること。地域が

輝くとは、地域の教育力の活用。ＷＩＮ・ＷＩＮの関係を作って行くこと。誰でもが大切にされ、存在

感を示し、充実した毎日を過ごし、豊水が大好きでよかった！と子どもも教師も地域も思えるように！ 

 

 

 

玉名市小中一貫教育…玉名市は全小中学校で小中一貫教育を進めています。 

有明中学校区教育目標 

夢の実現に向けて、確かな学力、豊かな心、健康・体力を身につけた児童生徒の育成 

有明中学校区でめざす子ども像 

【あ】 明るくあいさつを交わし、思いやりあふれる子ども 

【り】 理想を高くもち、自ら学び、高め合う子ども 

【あ】 安全と健康に心がけ、体づくりに励むこども 

【け】 謙虚な心で、粘り強く努力する子ども 



３ こんな子どもを育てたい 

         「自分を大切にできる子ども、自分と同じようにまわりも大切にできる子ども」

の育成を目指して、中学校卒業までの９年間を見据えて、小学校６年間の教育活

動に取り組みます。勉強もスポーツも頑張ってよくできるようになることはとて

もすばらしいことです。しかし、一番大切なことは人権尊重の精神を身に付ける

ことです。正しいと思うことをきちんと言葉で伝え、まわりと共に生きていける

子どもに育てていきます。豊水小学校で学べてよかったと言える「豊水プライド」

を育てていきます。  

４ 教育活動の実践・重点事項等 

① いじめ・不登校のない楽しい学校づくり 

７月９日（月）玉名市の人権擁護委員さんと一緒に人権につ 

いてみんなで考えました。人 KENまもる君や人 KENあゆみちゃ 

んの紹介もありました。また、低学年は「やさしいおおかみ」 

高学年は「きいちゃん」というＤＶＤを視聴して、みんなでし 

っかり人権について考えました。これからもいじめのない、み 

んなが楽しく過ごせる学校にしていきます。            【人権擁護員さんのお話】   

② 楽しい授業で確かな学力向上 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた国語科学習指導 

の創造～「読むこと」の学習を通して～」を研究テーマにして、 

全員の研究授業と講師招聘での研究会を行っています。事前研 

修での模擬授業を通した指導案検討や授業後のワークショップ 

等分かりやすく楽しい授業づくりに励んでいます。 

③ 地域とともにある楽しい学校づくり                 【研究授業の様子】 

本年度も、地域からたくさんのボランティア登録をして頂い 

ています。学習ボランティアさんが５名、フッ化物洗口ボラン 

ティアさんが６名、読み聞かせボランティア２名、樹木剪定・ 

草刈りボランティアが３名登録されています。７月には、ボラ 

ンティアさんと児童とのお見知り会も開きました。今後も学校 

支援ボランティアの登録を進めていきます。 

④ 地域とともにつくる安心、安全な学校             【樹木剪定ボランティア活動】 

 昨年度、交通安全協会豊水支部から、子どもたちの安全な登 

下校のために、安全ベストが贈呈されました。蛍光色のベスト 

は、遠くから見てもはっきり確認できるので、安全に登下校す 

ることができています。また、津波の避難訓練を実施したとき 

には、地域の方の参加もあり、一緒に避難訓練することもでき 

ました。学校だけでなく地域とともに安心、安全な学校を作っ 

ています。また、登下校の見守り活動も地域の豊水支館長や少 

年補導員さん、交通安全協会豊水支部の方に積極的に取り組ん    【避難訓練で地域の方のお話】 

で頂いています。 



 

 


